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ＨＴ２８１３９  ビデオ映像を使ってケガに繋がる動きを観察してみよう！ 

  開 催 日： 

 

  実 施 機 関： 

 （実施場所） 

  実施代表者： 

（所属・職名） 

受 講 生：                

関 連 ＵＲＬ： 

 

平成28年 8月4日（木） 

 

東京有明医療大学  

（体育館、附属接骨センター，PC教室 他） 

笹木 正悟 

（保健医療学部・講師） 

高校生 14名／中学生 1名 

http://tau.ac.jp/wordpress/hirameki/ 

 

【実施内容】 

 本プログラムはスポーツの世界で長期離脱を余儀なくされる膝のケガをテーマとして，アスレティックトレーナ

ーがスポーツ現場で行う「予防」や「コンディショニング」について考えた．特に近年では，ジュニア期の「傷害予

防」が大きな注目を集めている．ケガの原因となる動きのクセを観察するために，受講生の動作をビデオ撮影

し，スローモーション動画からコンピューターを用いて自身の動きの特徴を分析した．また，実際にケガをした

際に行うテーピングや試合時の食事のポイントなどにもふれ，安全かつ効率的にスポーツを継続するための

プロセスを体験した． 

 

1．受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために，また受講生に自ら活発な議論をさせるためにプログラム

を留意，工夫した点 

★受講生自身の動作を撮影・分析することで，自分自身のケガの予防について考えることを目的とするプログ

ラムとした．また，データの収集（ビデオ撮影）から分析（映像解析），考察（ディスカッション）といったプロセス

を経ることで，研究者が実際に行う一連の流れを体験してもらった． 

★受講生4名で1グループを構成し，プログラム全体を常にグループで動けるようなプログラムになるよう工夫

した．その際には，1 つのグループに対して 1 名の補助学生（大学生／大学院生）が常時帯同し，スムーズな

プログラム運営と親密なコミュニケーションができるようにした．グループワークを活用することで，初対面であ

った受講生同士も互いに親密な連携と議論ができるようになった． 

★各実習には，それぞれの専門分野に特化した教員と大学院生（アスレティックトレーナー，柔道整復師，運

動学担当教員）を配置し，受講生にわかりやすく内容を伝えることに留意した． 

★教員による講義は必要最低限とし，複数の演習・実習を通して自ら課題を発見し，考えを深めるプログラム

構成とした．また，ランチタイムやティータイムもテーマに即した企画を加える工夫を凝らした． 

★大学の特色を含んだ環境（体育館／講義教室／附属接骨センター／附属図書館／コンピューター教室）を

活用することで，受講生の知的好奇心を喚起しながらプログラムに臨めるよう工夫した． 

 

2．当日のスケジュール 

  9:30-10:00 受付，着替え 【カフェテリア・更衣室】 

 10:00-10:15 あいさつ，科研費の説明 【体育館】 

 10:15-11:15 実習Ⅰ 「動きを捉える－ビデオで動作を撮影してみよう！」 【体育館】 



 11:15-12:00 講義 「ケガに繋がる動きの特徴を知ろう！（講師：笹木正悟）」 【303 教室】 

 12:00-13:00 ランチタイム 「アスリートの身体を支える栄養プログラム」 【カフェテリア】 

 13:00-14:00 実習Ⅱ 「スポーツ現場＆医療現場での匠の技を体験してみよう！」 【附属接骨センター】  

 14:00-14:15 着替え 【更衣室】 

 14:15-14.45 クッキータイム 「図書館でプチ☆大学生－本を探してみよう！」 

                                                 【附属図書館，図書館別室】 

 14:45-16:15 実習Ⅲ 「動きを紐解く－動作をスローモーションで分析してみよう！」 【コンピューター教室】               

 16:15-16:30 未来博士号授与式，記念撮影 【コンピューター教室，屋上庭園】 

 

3．実施の様子 

 a. あいさつ＆科研費の説明 

 

 

 

 

 

 

 b. 実習Ⅰ 「動きを捉える－ビデオで動作を撮影してみよう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 c. 講義 「ケガに繋がる動きの特徴を知ろう！」 

 

 

 

 

 

 

 d. ランチタイム 「アスリートの身体を支える栄養プログラム」  

 

 

 

 

 

 

 

★実施代表者（笹木正悟）から，科学研究費

助成事業について説明を行いました（左図）． 

★受講生とプログラムをサポートしてくれる 

補助学生が自己紹介をしました（右図）．お互

いにすぐに仲良くなりました！ 

★スポーツ現場で発生したケガのビデオ映像

を見ながら，どんな動作が危険なのか，受傷

の原因について考えました．ケガをした時に

は，膝の動きに共通点があることをみんなで

見つけました． 

★管理栄養士が監修した「オリンピック選手

のコンディショニングランチ」．オードブル形式

で，バランスのとれた食事をそれぞれ考えま

した（左図）．グループごとに親睦を深めなが

ら，楽しくランチをいただきました（右図）． 

 



 

e. 実習Ⅱ 「匠の技を体験してみよう！」 

 

 

 

 

 

 

 f. 実習Ⅲ 「動きを紐解く－動作をスローモーションで分析してみよう！」 

 

 

 

 

4．事務局との協力体制 

★財務部公的研究支援室が日本学術振興会への連絡調整，提出書類の確認・修正，受講者の申込み受付・

出欠管理，参加者通知の発送，当日の運営サポート，委託費の管理及び支出報告書の提出等を行った． 

★総務部広報担当が中心となり，本事業についての PR 活動および当日の運営サポートを行った． 

★情報センターが PC 解析に関してサポートし，受講生の習熟度にあわせた補助を行った． 

★附属図書館が図書館内における書籍検索および見学のサポートを行った． 

 

5．広報活動 

★オープンキャンパスや進学ガイダンスに参加した学生，学校訪問を行った高校に対して，本イベントについ

て情報提供を行った． 

★過去に大学案内の請求や進学ガイダンス等のイベントを通じて本学と接触のあった高校生に対して，ダイレ

クトメール（チラシ送付：890 通，メール送信：約 1000 件）での告知を行った． 

★本プログラムについてオリジナルポスターの作成を行った． 

★大学ホームページにおいて，「ひらめき☆ときめきサイエンス」専用ページを作成し，本プログラムの告知を

行った． 

★学外の進学情報サイト、スポーツ選手・指導者向けの専門情報サイト、一般向けイベント情報サイトへ本プ

ログラムの告知を掲載した． 

★スポーツ選手・指導者向けにスポーツ医科学情報を紹介する雑誌に本プログラムの告知を掲載した．(コー

チングクリニック 8 月号(ベースボール・マガジン社発行)、月刊トレーニング・ジャーナル 8 月号(ブックハウス・

エイチディ社発行)) 

★江東区に本プログラムの後援をしていただいた． 

★本プログラムのポスターを江東区内の掲示板に掲示（250 箇所）を行った． 

 

 

★医療現場で柔道整復師が用いるギプス固

定を実際に触れて学びました（左図）． 

★スポーツ現場で用いる膝へのテーピングを

お互いに体験しました．とっても上手に巻け

ています！（右図） 

★実習Ⅰで撮影した自分のビデオ映像から，パソコンを使って身体の角度を分析しました（左図）． 

★分析したデータを使ってグラフを作り，ケガをしやすい人の特徴について議論しました（中図） 

★大学の屋上庭園で，参加者全員の記念撮影をしました（右図）． 



 

6．安全配慮 

★全体の安全確保のため，受講生 4 人に対して 1～2 人の補助学生（学部生／大学院生：計 5 名）を配置し

た．各実習での活動は基本的にグループで行い，補助学生が受講生に対してきめ細やかな安全管理を行え

るよう配慮した． 

★実習では，医療資格（柔道整復師）もしくはスポーツ指導者資格（日本体育協会公認アスレティックトレーナ

ー）を有した教員および大学院生（保健医療学研究科）を各箇所に配置した． 

★補助学生には事前に実施する運動の形態と種類に関する講習会を行い，安全に動作を指導できるスキル

を身につけさせた． 

★実習を行う前には適度なウオーミングアップを実施し，ケガの発生に注意した．また，水分補給や実施環境

（遮熱環境，映像収集）に対しては受講生の意見を聞きながら，細心の注意を払い実施した． 

★受講生および実施協力者（学部生／大学院生／教員）は全て短期の傷害保険に加入させた． 

 

7．今後の発展性と課題 

★過年度（2012～14 年度）に実施したひらめき☆ときめきサイエンスの課題を活かし，今年のプログラムは夏

休み期間中の 8 月 4 日に実施日を設定した．部活動を引退した高校 3 年生を中心に，合計 15 名の受講生が

本プログラムに参加した．プログラムの対象は高校生に限定して募集活動を行っていたが，中学生からの希

望の申し入れがあったため，内容を説明した上で参加を許可した．中学生が対象であってもプログラムの進行

や習熟度の理解には大きな障壁がなく，次回プログラムの実施にあたっては中学生・高校生を対象にすること

で，より広く研究成果の還元と発信ができることが期待できた． 

★本プログラムの受講生の男女比率をみてみると男子 8 名，女子 7 名と半数ずつであり，性別を問わずに参

加出来るプログラム内容を確立できた．また，過年度（2012～14 年度）に実施した広報活動の課題を活かし，

男女の偏り無くリクルートを行うことができたと推察できる．次年度以降も広報戦略をより活性化させることで，

本プログラムのさらなる発展と社会への広い発信が期待できる． 

★スポーツ分野は「体育・スポーツ」を基盤とした大学だけではなく，本学のように「医療」を基盤とした大学で

も学べることをより多くの高校生に知ってもらう必要がある．医歯薬学という側面からスポーツ科学の重要性を

発信していくことで，本プログラムの認知度をさらに高めることが出来ると期待できる． 

★プログラム実施後のアンケート結果から，受講生ならびに保護者の双方にとって概ね充実したプログラムで

あったと読み取れた．今後もさらに工夫を重ね，生徒（中学生・高校生）にとって知的好奇心をくすぐるようなプ

ログラムを立案し，日本のスポーツ科学を支える人材育成の一助となるよう努めたい． 

 

【実施分担者】 

 櫻井 敬晋    保健医療学部・准教授 

 小山 浩司    保健医療学部・准教授 

 髙橋 康輝    保健医療学部・准教授 

 片岡 裕恵    保健医療学部・助教 

 久保 慶東    保健医療学部・助手 

 

【実施協力者】     5 名   

 

【事務担当者】   上花輪 響  財務部公的研究支援室 

 


